























































































































































































































































































































































































































































DrainageMean　Annua1Me帥 Mean　AnnuaAn皿ua1AreaDi30hargeAmua1RmoffPr㏄ipit舳㎝RmoffR“io流域面積A 年流量R 年流出量S 年降水量P 年流出率
10㎞里 1O㎡ R■A㎜ 而 S／P
Songhua　River松花江546 76 139－2 566 α246
Liao　　　・　遼河 219 22 100－5 509 O．198
Hai　　　〃　海河 （319） 20．7 649 494 O．131
Ye11ow　　”　責　河752 48 63，8 433 O．147
Hu割i　　　”　　准　河 260 39－3 151．2 849 α178
Yangtze　〃　揚子江1800 1020 566．7 1069 O．530







































環　曲晦duo 20，930 270．0 4，215 ・ 一
貴　徳Guide 133，650 1，742．O 2，201 20．2 20
蘭　州Lanzhou222，551 2，119．O 1，511 31，7 110
托克托Toke　to 385，966 3，471．6 98タ 24．7 148
竜　門Lu㎎m・n 497，557 4I196．7 377 31，9 1，080
三門峡Sa㎜enxia688，421 4，438．8 270 42．0 1，678
花園口Huay峨叱ou730I036 4，695．9 89 47．0 1，400
利　津LiJin 751，869 5，360．0 7．4 ’ 1，250
























































卿 hr 曲inmi　n 吻 t㎝■蝸Aug．8195645．1 2，40 2，0 7．0 21．1 18，500 0．47A・g．蝸1959 79－9 18．90 0．8 10．0 15．2 12，150 0．19
Aug．1196157．7 3．14 3．3 10．0 32．1 26，200 0．56
Ju1y－51964129，1 18．81 1．1 8．0 17．2 15，600 0．13
Ju1y．17196678．8 5．74 2，8 5．O 53．94 291000．68
F1ood　Season
1958 506．2 50．7 0．100
1955 285．6 11．55 O．040
Year1y362．O 24．3 O．067
Ave　rage
　ている．にもかかわらず年流出率が著しく小さい．
（3）黄河中流部黄土地帯の短期流出：
　この点についてはJiuyuan谷において詳細な調査がなされた。表5は襲時暢・蒋徳旗
（1978）によるデータである．この流域は流域面積70．1km2の極めて小さい流域で，1956年
から1966年にかけての5回の雨で総雨量mm，総流出量（m3／km2）が与えられているので
ここの一雨雨量（3～18時問）ごとの流出率が求められ，それを瞬間雨量強度（㎜／min）
と比べると図13のようになる．表5によると強雨が何回も現われ，大きな流出率が観測され
ていて，雨量強度と流出率はほぼ直線的な関係を持っていることがわかる．流出率が100％
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をこえる範囲まで延長できるとは思えないが，異常に大きな流出率である．
　1958年の洪水期等の流出率が求められる．これは次節で述べる通りの大洪水であるが，こ
の地点における洪水期流出率は0．1と大へん小さい．以上から類推すると，黄河の黄土地帯で
は一般には年流出率は大へん小さいが集中的に強雨が降ることがしばしばあり（この点は日
本も同じであるが），その時に極めて大きい流出率で流出が発生し，それが直下流で洪水と
なるのであろう．もしこの強雨がかなり広い範囲で何回もくり返し発生すると，下流で大洪
水になると思われる．
　表6　黄河における1958年7月洪水のピーク流量
Tab1e6　0bsewed　Peak　Discha」lge　in　Ye皿ow
　　　　Rive正in　Ju1y1958。
Ga㎎i㎎Station観測所
　　　　　　Sa㎜en　xia
．。、　　　　亘ua抑ankou
　　　　　　Sunkou
　　　　　　Dong　Ping　Lake
　　　　　　Ai　shan
　　　　　　Li　j　i　n
三門峡
花園口
孤口
東平湖
文　山
利　津
（22000閉■s但し1933年）
22300㎡／s
15900
（5000但し東平湖への分流量）
12600
10400
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図14黄河におけるユ958年7月洪水のピーク流量
Fig．14　0bseIved　Peak　Disch砒ge　in　Ye11ow
　　　Rivef　in　J阯y1958．
（4）1958年7月17日の洪水（木下，198ユA）
　黄河では大洪水が発生した．現在この洪水を計画高水としてこの時の水位に余裕高を加え
た水位を計画高水水位としている（木下，1981C）．この時の実測流量（すなわち計画高水
流量）は図14及び表6の通りである．花園口は黄河が晋陳地峡から三門峡ダムを経て華北平
野の扇状地へ出た扇頂のちょっと下流で，鄭州の郊外にあり，あたかも利根川の基準地点八
斗島が伊勢崎の郊外にあるのと似ている．
　黄河展覧館資料によればこの時の雨域はほぼ演関～三門峡～鄭州の問にあり，陶詩言r中
国之暴雨」（科学出版社）によれば，大雨の中心は山西省垣曲であった．第ユの雨は14日8
時～14日20時，第2の雨は15日20時～16日20時，第3の雨は16日20時～ユ7日8時でこれが最
も大きかったようで，第4の雨は18日8時から19日8時までであった．16日牛前には台風
（5809）が福建省に上陸し衰弱している．これとは別に日本海上には高気圧が停滞し，さら
に西からやって来た干（乾）冷気流が垣曲まで寒冷前線を押し出して来て南北に横たわった
所で停止し，南東からの暖湿気流と北東からの冷気流とが停滞前線を作りそれらが垣曲付近
で著しい収束部を作ったため大雨になったと解釈されている．図15参照．
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ユ958年7月16日20時黄河中流における冷暖空気移動図
Meteoエo1ogica1Exp1anation　of　the　Cause　of　the
Stom　in　Ju1y1958．Movements　of　Ai正Masses　at
the　Ye11ow　Rive正Middle　Basin20’OO，16Jl11y
1958．
α
　　　　12らoO泌　丈山
（3・、Sl・岬利ヰ　　＼・　・、
＼yソ　　　　’’＼、
　　　トτ一　　7妙　　ト（1。）仰　　　　t　　　　図16　1958年洪水ピーク流量低減説明図
　　　固g・16　Schematic　Exp1anation　of　Peak　Disch肛ge　Reduction　in　the　Case　of
　　　　　　　the　F1ood　in1958．
　ピーク流量が下流へ行くほど減っている（木下武雄，1981A）．東平湖へ洪水流量5000
m2／Sほどがはいって遊水されたのは記録にあるので段差ができる（黄河水利委員会）のは
わかるが，他区問では河道遊水でこのように低減したというが，果してそれが可能かを概算
してみる．花園口での洪水継続時間が7日というから洪水波形を三角形，河道断面を長方形
と仮定し，流量低減を算出してみる．花園口から孤口まで約250kmの区問に22300m3バ
が15900m3／sとなったので，図16のように単純化して貯留体積を推定すると約22億m3とな
る．この区間を川幅10km，水位上昇6mで河道貯留が行われると仮定するとユ50億m3とな
る．同様に又山・利津問も図16右のように貯留体積を推定すると約13億m3，区間距離200km，
川幅4㎞，水位上昇5mで河道貯留が行われると仮定すると40億m3となり，正確には実測断
面を用いて不定流計算をせねばならないが，いずれの場合も河道体積が遥かに大きいことか
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らこの程度の流量低減は可能と思われる．この洪水は周期が大へん短いことが特徴で，チグ
リス（図4），イラワジ（図10）と共に，大河川の短周期洪水として注目すべきであろう．
5．まとめ
　以上チグリス・ユーフラテス，イラワジ，黄河の諸河川の洪水にっいて，手許の資料から
わかる限りのことを調べた．ここにあげた河川はいずれ・も日本全土と同程度または2倍程度
の流域面積をもつ大河11である上に水文条件もそれぞれ著しく異なる．しかし，洪水波の変
動が意外に短周期である点は一致していて，これは大河川の洪水といっても，下流部とか支
川とかに降った雨などが影響していると思われる．日本においても信濃川などの大河J1lでは
そのような傾向がみられるが，極端な例は黄河で，下流の洪水を考えるとき，晋陳地峡上流
は無関係ともいえる流出特性であって大河川の流出予測等におけるむずかしさの一つであり，
イラワジでもそのような大洪水の例があることは3．において示した通りである．この半うな
現象の解明のためには密度の高い水位・流量の観測が必要で，事実，強力に実施されていて
精度の高いデータが集積されている．しかし，組織上の問題のためか雨量・気温等と比べる
ことは十分ではなく，流出率とか，流出量とかいう概念もあまり定着していないようである．
これら海外の河川の洪水の情報を相互比較することは新しい知識をみつけることにつながる
ので大へん重要である．
　それぞれの国では洪水による被害軽減のために洪水予報・水防組織や堤防・貯水池の建設
などには大きな努力が払われており今後これらの国の発展には大きな期待が寄せられている．
しかし他方で，国の経済・社会の発展は洪水の流出形態に変化を及ぼし，洪水が激化する可
能性も十分考えられる．そのような意味で，現在の資料も発展しつつある流域における変化
しつつある流出形態の一断面とみるべきなので資料の評価もむずかしい．日本においてはこ
のような国の発展による流出の変化が早くから注目されており，それらの経験を交流して，
安全で効果的なそれぞれの国の発展に尽せたら大へん幸である．そのための基礎的なデータ
とりまとめとして発表させていただいたことを感謝する次第である．
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